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タタも出資した"インドのアマゾン"の実力
日本人が知らない､インドの注目企業<1>

スナップディールのトップページ

ネット通販の世界的なガリバーといえば米アマゾンだが、その巨人の手腕でも難攻
不落な市場が世界にはいくつかある。そのうちのひとつがインドだ。最大手のフリッ
プカートとそれに続くスナップディールという地場の手強いライバル企業が、アマゾ
ンの躍進をはばんでいるのだ。このうち、本稿ではスナップディールに注目する。

スナップディールは、米ペンシルバニア大ウォートン校を卒業したクナル・バール
CEOが2010年に創業したベンチャー企業。創業当初は米グルーポンのような共同購
入サイトだったが、のちに個人消費者向けのネット通販サイトに方向転換した。現在
の登録ユーザー数は2000万人超にも上る。

売上高など詳細な業績は非上場企業のため明らかになっていないが、着実に伸びて
いる様子だ。現在、15の都市に設置しているフルフィルメントセンター（発送セン
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クナル・バールCEO

ロヒト・バンサルCOO

ター）を、今後9カ月間で30都市に拡大する計画だという。

ラタン・タタ会長が出資

スナップディールの成長ぶりには、国内外の投資家も強い関心を寄せている。8
月、インドを代表する財閥タタ・グループを率いるラタン・タタ会長が、スナップデ
ィールに個人的に出資したことが明らかになった。ラタン会長がベンチャー企業に出
資するのは初めてのことだ。これに先立つ５月には、草創期のアリババに投資してい
たことで知られるシンガポールの政府系投資会社テマセク・ホールディングスも出資
している。

投資家が熱い目線を送るスナップディール。この企業がどのように成長してきたの
か、何を目指しているのか、クナル・バールCEOとロヒト・バンサルCOOにインタ
ビューした。

――創業から4年で、インドを代表するネット企業の
ひとつになりました。

クナル：昔の同級生と「何かを一緒に始めよう」と話
し合って創業しました。創業当初は私の寝室の机がみん
なとの共用デスクだったんです。わたしたちのターゲッ
トは、BtoCでインド最大のオンラインマーケットを築
くことです。広大なインドの全土に、私たちのプラット
フォームを普及させていきます。そのために、集中すべ
き重要な事柄を毎月3つずつ実行しています。

――具体的に、どんな取り組みを実行してきたのですか。

ロヒト：たとえば、ブランド企業がスナップディール
に独自のバーチャルストアを開設できる「ブランドスト
ア」という取り組みです。また、どの販売業者であろう
とスナップディールで購入した品物に対して完全な保証
を顧客に提供するサービス「トラストペイ」も開始しま
した。

受注管理・発送などフルフィルメント業務の改善も進
めています。現在、注文の80％は24時間以内に出荷さ
れ、しかも買い手と売り手の双方がすべて追跡できるよ
うになっています。デリー首都圏での当日配送サービス

も開始しました。また、サイト上でヒンディー語とタミル語のインターフェイスを導
入しましたが、これは同業では私たちだけの取り組みです。
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自動車や家も販売

――顧客満足度をいかに高めるかは、ネットサービスにおいては非常に重要な要素
です。どのような取り組みをしていますか。

クナル：スナップディールは、同業の中では最も多くの商品カテゴリーがあること
が特長です。めずらしいものでは、Eラーニング、グルメ、自動車などがあります。
直近では家を販売するために、タタ・バリュー・ホームズ（タタ財閥傘下）と提携し
ました。

また、「スマートフィード」という機能を新たに導入しました。これは個々のユー
ザーに最適な買い物情報や商品トレンドを伝えるものです。すでにユーザーの2割が
利用してくれています。

――インドのEコマース市場のトレンドを教えて下さい。

ロヒト：大変厳しい市場ではありますが、Eコマースは一貫して拡大しています。
国内に雇用を創出する上でも鍵となる産業です。何といっても、インドはインターネ
ット利用者数では世界第3位の大国ですから。ただ、スマートフォンやタブレットな
どを介したモバイルインターネットが急速に成長していることに注目しなければなり
ません。インドの消費者がスマートフォンを使って商品を購入するケースがますます
増えており、スナップディールでも売上の60％以上がモバイル経由となっていま
す。


